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１Ｇ 
■日 時：3月18日（火）19:00～21:00 

■会 場：同友会事務所 
■テーマ：〜「なんとなく不安」について考える〜 

■話題提供者：FP山﨑増美事務所 代表 山﨑 増美 氏 

２Ｇ 
■日 時：3月26日（水）19:00～21:00 

■会 場：同友会事務所 
■テーマ：次年度に向けたミーティング 

■話題提供者：参加者全員 

３Ｇ 
■日 時：3月26日（水）19:00～21:00（予定） 

■会 場：ワイン.バル pontdoux（ポンドゥー） 

■テーマ：未定 

■話題提供者：未定 

４Ｇ 
■日 時：3月12日（水）19：00～21：00 

■会 場：飲食店予定 
■テーマ：未定（10Gと合同） 

■話題提供者：参加者全員 

５Ｇ 
■日 時：3月14日（金）19：00～21：00 

■会 場：居酒屋食房番・々 

■テーマ：今年度と話しそびれた事とこれからを語ろう 

■話題提供者：参加者全員 

６Ｇ 
■日 時：3月13日（木）19：00～21：00 

■会 場：同友会事務所 
■テーマ：十勝の案内スポット 

■話題提供者：参加者全員 

７Ｇ 
■日 時：4月3日（木）15：00～17：00 

■会 場：ふじもり本店・Youtube Live 
※会場の都合上、年度をまたぎますが、2024年度の例会です。 

■テーマ：地域に愛され続けてきた味、ふじもりの魅力に迫る 

■話題提供者：㈱藤森商会 代表取締役社長 藤森 康容 氏 

８Ｇ 
■日 時：3月5日（水）18：30～20：30 

■会 場：同友会事務所・Zoom 

■テーマ：アジャイルについて 

■話題提供者：参加者全員 

９Ｇ 
■日 時：3月6日（木）19：00～21：00 

■会 場：やきとり双六 
■テーマ：1年のまとめ〜大いに語ろう、あんな事こんな事〜 

■話題提供者：参加者全員 

10Ｇ 
■日 時：3月12日（水）19：00～21：00 

■会 場：飲食店予定 

■テーマ：未定（4Gと合同） 

■話題提供者：参加者全員 

発行日：2025年3月5日(水) 

＜第１グループ＞『侃々諤々』グループ 
記 録：原田氏 
■日 時：2月19日（水）１８：３０～２１：３０ 
■場 所：グリーンプラザ 
■参加者：12名 
■テーマ：拓の会フォーラムに参加 
■話題提供者：参加者全員    
【感想・報告】 
 各グループの活動報告的PRから始まった拓の会フォーラム。どのグルー

プも興味深い内容で、グループの醍醐味や魅力など良く知れました。一度

参加してみたいグループがいくつもありました。グループディスカッショ

ン①「拓の会に何を求めるか？」 については、自身の人間的成長を挙げる

人が多かったようです。拓の会の議論の場での多様な意見や個性をどう捉

え受け止めるか？やはりそこが醍醐味なのかと感じました。グループディ

スカッション②「不易流行～変わったこと、変わらないこと～」は、企業

経営にしても、

自身の事にして

も、時代の変化

にどう対応する

か？が大きなポ

イントだった気

がします。変わ

らない事は、自

社の継続的発

展、社員を守

る、地域ととも

になどが意見と

して挙がってい

ました。 

＜第２グループ＞『働友Life～仲間と楽しく学ぼう～』グループ 
記 録：松田氏 
■日 時：2月19日（水）１８：３０～２１：３０ 
■場 所：グリーンプラザ 
■参加者：13名 
■テーマ：拓の会フォーラムに参加  
■話題提供者：参加者全員    
【感想・報告】 
 拓の会、各グループの紹介をグループ長がする中、われわれ2Gは先月の

勢いそのままに㈱進藤鋳造鉄工所の宇佐見氏から2Ｇの紹介をして頂きまし

た。何とも2Ｇらしい。 

 今回は拓の会、初の試みでその場でのアンケートを実施していただきま

した。色々なアンケート結果があった中で、私（松田）は拓の会に対して

学びはもちろん、少しでも人とのつながりが広がればという思いもあり参

加していますが、意

外と周りの皆様も同

じ意見が多かった事

に少し安心しまし

た。また、社長が多

いグループの中で

2Gは社員がメイン

という事もあり少し

不安もあったのです

が、興味があるとい

うというアンケート

結果で十数名の方が

気にしてくれている

ことが分かり、存在

意義やより一層頑張

ろうという気持ちに

なりました。 

■拓の会例会報告（2月） 

◆先日行われた拓の会フォーラムで集計したアンケート結果を 

 ニュースの最後に掲載しています。ぜひご覧ください。 
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＜第3グループ＞『とかちの魅力を考える会 』グループ 
記 録：藤原氏 
■日 時：2月19日（水）１８：３０～２１：３０ 
■場 所：グリーンプラザ 
■参加者：6名 
■テーマ：拓の会フォーラムに参加 
■話題提供者：参加者全員   
【感想・報告】 
 今回は拓の会フォーラムとして、全10Gがグリーンプラザに集結し、各

グループの紹介やディスカッションを行いました。 

 普段中々交わることの少ない他グループとディスカッションや意見交換

をし、本当に人それぞれ考え方が違い、立場や経験によってさまざまな考

え方があるのだと改めて感じましたし、今回のテーマのひとつ「拓の会の

楽しみ方」ですが、まさにこの意見交換が楽しみ方のひとつだと強く感じ

ることが出来ました。 

■拓の会例会報告（2月） 

＜第４グループ＞『会計・財務の超初級』グループ 
記 録：平野氏 
■日 時：2月19日（水）１８：３０～２１：３０ 
■場 所：グリーンプラザ 
■参加者：10名 
■テーマ：拓の会フォーラムに参加 
■話題提供者：参加者全員   
【感想・報告】 
 拓の会フォーラムにて、第4グループの1年間の活動について、副グルー

プ長の大開技術コンサルタント㈱ 高畑さんから報告がありました。専門家

の先生にお越しいただき、あらためて簿記を学べたことで決算書への理解

が深まったこと、他の参加者の方から情報提供をいただけたことで学びを

得て、自社の経営改善に取り組んだこと等の発表がありました。何より、

第4グループの仲間達との温かい

交流が楽しく、来期もまた皆さん

と学びたい、そして多くの方に参

加していただきたい、という呼び

かけに、報告者も深く共感させて

いただきました。 

 委員長の牧野さん、副委員長の

岡村さん、小野寺さん、佐々木さ

ん、グループ長の坂本さん、城戸

先生、ここに書ききれないメン

バーの皆様、とかち支部事務局の

皆様、1年間本当にありがとうご

ざいました！来期も是非このグ

ループで多くの方に出会い、たく

さん学びたいと思います。  

＜第5グループ＞『持ち味を活かす職場づくりを考える 』グループ 
記 録：讃岐氏 
■日 時：2月19日（水）１８：３０～２１：３０ 
■場 所：グリーンプラザ 
■参加者：10名 
■テーマ：拓の会フォーラムに参加 
■話題提供者：参加者全員   
【感想・報告】 
 今回の例会は2024年度の拓の会フォーラムに参加しました。今年度の

フォーラムは、これまでと違う新たな取り組みをしようというものでした。

拓の会を見つめなおし、どのように活動していくのかを考えるディスカッ

ション内容であったり、その場で結果を共有するアンケートの実施など、今

後の活動を活発化させることが出来そうな内容だったなと感じました。実

際、グループディスカッション中には他のグループの方と拓の会の活用の仕

方にまで話が盛り上がり、多くの意見を交換することができとても充実した

気分です。 私事ですが、グループPRの時間で同じように新しいことをして

みようと挑戦し、変な緊張で手が震えながらもやり遂げりことが出来たの

で、その意味でも充実できたのかなと...(笑)。今後も自分なりにチャレンジ

していこうと、そう思えるフォーラムでした！  

＜第6グループ＞『とかちカルチャー発信』グループ 
記 録：高原氏 
■日 時：2月19日（水）１８：３０～２１：３０ 
■場 所：グリーンプラザ 
■参加者：7名 
■テーマ：拓の会フォーラムに参加 
■話題提供者：参加者全員    
【感想・報告】 
 拓の会フォーラムでは「とかちカルチャー発信」グループとして、今年

度の活動内容および情報発信する意義などについて報告しました。今年度

の成果物は、各メンバーの書いた「とかちカルチャー」に関するコラムの

ほか、これらを見やすくまとめたスマホアプリ（右上のQRコードより閲

覧できます）があります。紙媒体と電子媒体、どちらか一方に偏ることな

く、地域の情報を人々に届ける方法についても工夫を重ねていきたいと考

えています。次年度のテーマについては3月の例会で検討する予定です。  

グループディスカッションでは異なるグループのメンバーと交流でき、ユ

ニークな意見交換がありました。他グループへのオブザーバー参加を促す

意味でも、グループをシャッフルしてディスカッションを行ったのはよ

かったと思います。  

          ↑   

コラムはこちらから

閲覧できます。 
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＜第7グループ＞『LIVE配信 』グループ 
記 録：澤田氏 
■日 時：2月27日（木）１９：００～２１：００ 
■場 所：同友会事務所 
■参加者：3名 
■テーマ：サムネイルを作る  
■話題提供者：参加者全員    
【感想・報告】 
 2月例会では、YouTubeライブ配信動画へのサムネイル

追加作業を実施しました。各参加者は編集用PCを持参し、

Adobe IllustratorやPhotoshopを使用。動画からフレームを抽出し、タイ

トル・企業ロゴなどを追

加して各自4点のサムネイ

ルを作成しました。約2時

間で全作業を完了し、実

際に各動画へのアップ

ロードまで行いました。

作業を通じ、配信時にサ

ムネイル用画像をあらか

じめ撮影しておくと効率

的だと気づきました。完

成したサムネイルは視聴

者の関心を引き、今後

は再生数への影響を検

証していく予定です。

サムネイル追加により

視聴意欲の向上が期待

できると実感しまし

た。  

■拓の会例会報告（2月） 

＜第8グループ＞ 
『NO Marting！ NO Business！ 』グループ 
記 録：山崎氏 
■日 時：2月19日（水）１８：３０～２１：３０ 
■場 所：グリーンプラザ 
■参加者：10名 
■テーマ：拓の会フォーラムに参加 
■話題提供者：参加者全員   
【感想・報告】 
 ８Gの２月例会は「拓の会フォーラム」への参加としました。各グルー

プのアピールが行われ、８Gは、その時学びたい事を自由に学ぶ。学んだ

ことを実践した仲間の実例を振り返り共有する、など過去行ってきた例会

の内容と効果を発表しました。フォーラムの中で行われたディスカッショ

ンは「拓の会に何を求めるか？」「不易流行」などが討論されました。拓の

会へ求める事には、スキルや情報のような知識の部分を求めることを始

め、仲間づくりなど人との繋がりを求めている方も多いのが拓の会らしい

なと感じました。他で相談出来ない仕事の悩みを拓の会で打ち明け、リフ

レッシュに使っている方など、個々の活かし方があると改めて感じまし

た。会場集計のアンケートは臨場感があり、その場の意見が出され、今後

のイベントにも活用してほしいと感じまし

た。 

＜第9グループ＞『よろず見聞学（楽）』グループ 
記 録：近藤氏 
■日 時：2月19日（水）１８：３０～２１：３０ 
■場 所：グリーンプラザ 
■参加者：10名 
■テーマ：拓の会フォーラムに参加 
■話題提供者：参加者全員    
【感想・報告】 
 今回は、「2024年拓の会フォーラム」を2月例会に充てました。 

それぞれグループに分けられ討論会 ・グループディスカッションを行いま

したが、個人的には②のテーマが拓の会フォーラムにマッチしていなかっ

たと感じました。次年度以降は、例会を別で設定しても良いかと思いまし

た。 

 次回の3月は、一年のまとめを兼ねた例会を行います。次年度もより良

い9Gの活動を続けていきたと思います。 

＜第10グループ＞『補助金・助成金を考える』グループ 
記 録：米道氏 
■日 時：2月19日（水）１８：３０～２１：３０ 
■場 所：グリーンプラザ 
■参加者：9名 
■テーマ：拓の会フォーラムに参加 
■話題提供者：参加者全員    
【感想・報告】 
 今回の拓の会フォーラムでは、次年度拓の会の紹介と、今年度の実績が

発表されました。他のグループの多種多様な例会実績を伺い、いい刺激に

なりました。また、グループディスカッションも自分（米道）にとっては

大変勉強になりました。最後のアンケートもすぐに回答が反映されて良

かったと思います。来月は、来年度を見据えて4グループとの合同例会を

企画中です。ぜひご参加お待ちしております。 

Youtubeの

動画はこちら 
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経
営
　
労
務
に
関
す
る
こ
と

・
売
り
上
げ
ア
ッ
プ
、
経
費
削
減
、
事
務
効
率
化
、
最
新
ツ
ー
ル

・
十
勝
の
歴
史
、
観
光
，
農
業
の
話
題

・
A
I関

連

・
自
分
の
ス
テ
ー
タ
ス
を
上
げ
る
よ
う
な
話
題

・
イ
ン
フ
レ
対
策
の
話
題

・
自
分
の
知
ら
な
い
情
報
、
思
想

・
職
員
(経

営
者
)の

仕
事
に
対
す
る
ポ
リ
シ
ー
を
き
き
た
い

・
昔
の
苦
労
話
し
。
考
え
方
。

・
同
友
会
会
員
の
方
の
話
題
提
供
の
中
で
､「

現
在
・
過
去
・
未
来
」
や
「
失
敗
し
た
こ
と
、
そ
こ
か
ら
伝
え
た
い
こ
と
」
と
い
う
感
じ
で
あ
れ
ば
。
ま
た

Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
等
の
投
資
に
関
す
る
話
題
。



2
0
2
4
年
度
　
拓
の
会
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

【
自
社
の
解
決
し
た
い
課
題
が
あ
れ
ば
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
】

・
部
署
間
の
連
携
・
新
人
(中

途
)教

育
等

・
仕
事
に
対
し
て
の
知
識
を
増
や
し
た
い

・
人
員
不
足
、
後
継
者
　
が
深
刻
な
課
題
で
す
。

・
技
術
の
伝
承

・
事
務
効
率
化

・
人
材
不
足

・
求
人
活
動

・
地
域
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

・
人
手
不
足

・
利
益
を
上
げ
る
方
法
が
聞
き
た
い
で
す

・
社
内
の
意
識
、
理
念
の
向
か
い
方

・
人
材

・
特
に
無
し

・
認
知
度
向
上
が
2
0
2
5
年
の
目
標
で
す

・
人
間
関
係
。
変
わ
れ
な
い
考
え
方



2
0
2
4
年
度
　
拓
の
会
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

【
拓
の
会
に
思
う
と
こ
ろ
期
待
等
を
自
由
に
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
】

・
特
に
な
い
か
な

・
時
代
と
共
に
拓
の
会
は
変
わ
っ
た

・
素
晴
ら
し
い
活
動
で
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
参
加
し
た
い
で
す
。

・
ま
だ
ど
の
会
に
も
所
属
し
て
居
な
い
の
で
、
興
味
の
あ
る
会
に
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加
を
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す

・
多
職
種
の
交
流
、
情
報
交
換
の
場
で
あ
れ
ば
良
い
と
思
い
ま
す

・
と
て
も
楽
し
く
や
ら
せ
て
も
ら
っ
て
ま
す

・
牧
野
さ
ん
好
き
で
す
。

・
な
か
な
か
楽
し
そ
う
な
会
だ
と
思
い
ま
す
。
な
か
な
か
時
間
的
に
難
し
く
て
、
参
加
出
来
ず
に
お
り
ま
す
。

・
拓
の
会
グ
ル
ー
プ
同
士
の
交
流
、
波
及

・
色
々
な
社
長
さ
ん
と
知
り
合
い
に
な
り
た
い
で
す
！

・
高
い
熱
量
を
体
験
し
た
い
。

実
施
期
間
：
2
0
2
5
年
2
月
1
3
日
～
1
9
日

※
拓
の
会
　
会
員
数
1
0
0
名
の
う
ち
、
4
8
名
か
ら
の
回
答

・
今
後
も
新
し
い
知
識
を
学
び
な
が
ら
、
そ
の
中
で
会
員
同
士
の
結
び
つ
き
を
持
て
る
場
と
し
て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

・
自
分
自
身
の
こ
と
だ
け
で
言
え
ば
、
今
の
自
分
が
あ
る
の
は
拓
の
会
に
入
会
し
た
お
か
げ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
学
び
・
出
会
い
が
あ
り

成
長
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
自
分
が
で
き
る
こ
と
に
全
力
を
尽
く
し
て
、
同
友
会
活
動
､拓

の
会
活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

・
ベ
テ
ラ
ン
経
営
者
で
な
く
と
も
　
意
見
、
感
想
、
問
い
か
け
を
自
由
に
行
え
る
と
こ
ろ
が
良
い
。
異
業
種
の
様
々
な
意
見
は
と
て
も
参
考
に
な
り
ま

す
。
新
入
会
員
さ
ん
の
入
会
が
も
っ
と
あ
れ
ば
　
ま
た
新
鮮
な
意
見
が
集
ま
り
ま
す
よ
ね
。


